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ユ
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蒸
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史
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に
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史
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史
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濟
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物
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：面
的
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歷
史
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展
の
.動
因
を
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局
す
も
ァ
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1
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な
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化
懷
値
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中
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濟
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し

，
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來

て
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終
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因

と
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名

ど
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間
性
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本
質
か
ら
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1
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，歷
史
の
現
實
か
ら
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狹
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•あ
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濟
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史
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史
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史
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史
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史
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菸
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內
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.

Q

名
あ
る
等
の
理
由
：に.基
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.
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シ
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れ
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自
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。
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史
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、ジ
ョ
て
ヵ
テ
ゴ
リ
’ふ

「

物
神
崇
拜
性」

と
マ
ル
ク
ス
の
呼
ぶ
章
識
か
ら
は
、

i

誤
つ
て
風 

.

へ
，、
.

か
、

多

ル

ジ

“
ア
.意
識
は
嚴
し
い
科
學
的
批
判
を
ラ
^

ん
と
す
畫
圖
を
以
て
、」

客

：著
作
の
問
題
の
碗
所
の
み
^:

.

ひ
と
り
マ
ル
ク
.
ス
と
限
ら
中
、.
：無

■

溯
的
思
想
.
家
を
適
解
す
.
，各

場

合

に

奪

ぅ

急

と
■

る

が

、
一

ベ

ル
：：

>

.

スe
.

場

に

‘

5

華 

;

を
聚
く
す
す
る
0

從
來
の
"

を
ク
々
ズ
ム
を
德
る
；§

举
に
'

為
^

;

.

が
ら
ず
'
、；4
^

 

プ.

:■

ハ
.こ
の
點
で
、.
.マ
ル
ク
ん
，を
最
も
は
く
.理
解
し
、
更
に
こ
れ
を
發
膨
さ
せ
且
つ
實
踐
し
亡
も
の
は
レ
ー
ニ
ク
で
^

ら

ぅ/'
.0

殊

に

マ

ル

グ

•!»- 

.•
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.'

.

.

.

/

 

.
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.

 

i

ゲ
■

す
.
每

ム

義

る

た

は

'

•
レ.
.
2

1ジ
を
f

こ
と
I

f

，
論
、；'革

命

理

論

、
.：
戰

略

戰

術

歡

 

マi

驗

解

の.
歪

肋■

正
I

纩

 

■
果

し？:
.K
. 

11;

ン
，
の
'
.功

績

を

忘

れ

る

こ

.
と

は

出

來

な

い

o
-°
:

.
..V.

ぐ
：

|

'■
;
-•
•

'

•

そ

れ

義 

マ
へ
ル
ク
ふ
i

の
薪
t

ト
ー
派
、.
-達

^

改
良
、
 

§

學
的
批
,

と
勞
作
_

ぃ
乏
徹
底
的
1

批
瘦
を
表
と
展
開
每
ぃ
|

 

プ

‘

■-

丨
ノ
フ
、
ブ
？

ン
其
他
の
も
の
I

々
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
；こ
れ
I

:つ
贫
轉
レ
1
_

一
 

ズ
ム：：

の
立
場
か
ら
激
し
い
論
爭
I

 

力
な
さ
れ
て
1

Q

で
あ
る
か
ら
、
冷

！ 
ニ
ま
を
批
判
意
 

一
こ
れ
ら
に
對
す
：が
レ
1
_ 

ズ
.
念

批

判

謇

、
，も
な
詳
細
に
吟
味
ぎ
る
べ
き
で
^

 

,

パ

：マ
ノ 
>

シ
•

€ :
>

て

書
■

な
範
暾
と
名
^

と
ひI

時
で
も
仲
裁
者
と
し
て
、.
對
立
す
る
§

>

ふ
獨
立
し
ぅ
る
各
t

て
■

害

基

I

す
る
P

,

ル

ぐ
f

)

 

>

つ
て
極
め
て
不
撤
f

、
そ

の

- #
心
を
す
ら
害
ふ
と
こ
名
|

€

は
な
い
か
と
私
麄
ふ」

■

ぎ

 

と
ゎ 

パ
丨
題
r

 .i 

ノ
ク)

ス
ト
の
指
で
深
奚
な
論
議
と
硏
»

が
展
開
さ
れ
て
.ゐ
る
だ
ル
に
こ
の
批
判
味
茶
用
意
.
と
.思
.
；は
れ
る
.

.°

殊
：に
：マ̂
^
^
^
^
^
^

シ
ス
ム
に
於
け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
•

民
主
■

の
霖
を
理
解
す
る
た
妁
に
は
、
絕
對
主
義
か
正
酿
な
杷
握
ー
象
提
谷
れ
晨
動
は
偷 

更
の
こ
と
む
あ
る
。
-
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-民
主
中
：
教

と

社

脅

、

:'
|
-
.
義
 

三
ニ 

(

四
六
〇)

は
辯
證
法
を
ま
っ
て
始
め
て
近
世
の
象
朴
唯
物
論
、-
機
械
的
唯
物
論
の
缺
陷
を
脫
し
た
も
の
で
あ
る
。
唯
物
論
と
辯
證
法
、
催
'物
辯
證
法 

と
唯
物
史
観
、
唯
物
史
觀
と
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
、
こ
れ
ら
は
切
り
離
す
こ
と
の
出
來
ぬ
全
體
系
を
な
し
て
ゐ
る
。
物
質
と
空
間
と
時
間
と

露

廳

：
、
ー

自

然

蚣

ん

間

.

社
會
‘駿
敗
、ー
物
質
と
；淸
神
、存
在
と
意
_

等

，
：
從

來

沁

'
ラ
バ
；
ー
？
に

分

裂

.1
>
て

理

解

§
.れ

て

來?;
も

の

.
を

、

' 

統

；

一.

し
?:

■ 

■ 

■ 

. 

. 

■

: 

. 

- 

. 

. 

.

.

.

. 

- 

. 

■

* 

- 

. 

.

.

. 

.

.

. 

. 

. 

, 

- 

-

... 

-

■

: 

■

:

.

.も
の
が
マ
：ル
ク
シ
ズ
ム
'
.で
.

あ
.

る
。
少
く
と
も
.
.マ.
'ル
ノ
ク
：.シ
.
.：
ス
、
ト
.
.は

こ_
の

よ

ぅ

に
.

主

張

し

て

.
い

る
.0
從
つ
.

て
■

唯
物
史
觀
.

の
.

唯

物

^

一

 

商
性
を
批

細
せ
紀
料
を
■

吃

#

■

辯
證
法
に
_

げ
る
.

唯
物
論
( 0
#

質

ー

を

明

確

に

把

' «
1 ^
、
'-
-

 ̂

然 

‘る
に
著
渚
は
唯
物
論
に
つ
い
て
は
論
す
る
資
格
な
. 1
/

と
し
て
、
辯
證
法
的
唯
物
論
の
批
判
を
放
棄
さ
れ
、
辯
證
法
だ
け
は
認
•
め
ら
れ
る
。 

從
つ
て
蕃
者
の
詉
め
ら
れ
る
辯
證
法
と
は
、
唯
物g

g
g

法
で
な
い
と
す
れ
ば
、•
論
他
の
上
の
辯
證
法
と
見
ざ
る
を
得
な
い
9

客
觀
的
實
在 

«

の
辯
證
法
#

は
な
X

量

：極

的

辯

證

法

：と

_

で
：
榔_

い

_で

あ

家

フ

警

;
.
と

.
1/
.
て
：
存

在

し

ザ

客

觀

的

實

在

性

0

潑
展
法
則
'̂
じ
7:
'

ば

理

懈
--
§

れ
せ
ゐ
尨
^
-#
で

系

 ̂

歷
史
的
相
對
主
義
批
判
の
匍
所
に 

:お
.
-\
/
'て
、ハ
相
對
性
を
臉
.す
：る
?:
め
に
ほ
、.：容
觀
_

_
现
'の
#
^
^

を
恶
礎
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
沄
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ー
應
、

ヱ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
献
を
主
に
則
用
し
乍
ら
絕
對
的
眞
理
と
相
對
的
露
理
の 

問
題
を
明
確
に
.

し
た
レ
^
ニ
ン
の
說
明(

「

唯
物
論
と
經
驗
批
判
詾」

笫
ニ
镇
參
'照)

と
同
じ
結
論
、の
様
に
兒
へ
る
が 
> 

そ
の
立
場
は
根
本
的
に

違
ふ
。

レ
ー
二
ン
，の
場
合
试
、
絕
對
的
眞
理
は
客
觀
的
實
在
性
で
あ
っ
て
、
わ
れ
七
れ
•
の
知
識
が
そ
れ
に
近
づ
い
て
行
.
く
限
#
は
歷
史
盼

.
.
.

 

.

.

. 

.

、

-

.. 

' 

.
- 

-

.• 

. 

.
 

!

に
條
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
石
於
、
こ
の
眞
理
の
存
在
は
無
條
件
的
だ
し
：
わ
れ
，わ
れ
が
を
れ
に
近
づ
い
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
.も
無
條
件
的
だ 

と1
K

ふ
意
味
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
、認
識
の
芷
しさ

一
—

わ
れ

J b
-

れ

の
知
識
.

と
對
象
ひ
客
觀
的
本
質
と
. €
>

符
合——

友
證
明
す
る
も
の
と

レ
て
實
踐
が
着
さ
れ
石
。

'

と
こ
ろ
が
本
書
で
ば
，
5
の
點
は
頗
る
暖
脉
办
あ
.

先
む
し
.ろ
.絕
對
的
眞
_

と
ほ
'
"客

觀

的

實

在

に

.代

つ

て

.

.

.

.

.
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•
• 

.

. 

.

.

.

. 

-
• 

.

•

-

.
 

. 

. 

. 

, 

' 

- 

+■.
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;

觀
念
的
な
普
遍
妥
赏
性
、'
客
觀
的
論
.
理
が
ぉ
：が
れ
て
ゐ
1

樣
_

1

^

さ
.
れ
各
。
從
っ
：.で
^ '

た
、,

唯
物
史
観
^

於
い
て
は
-
般
的
法
則
を
認
め

.
メ

，
，
亂
^ -
^

只
^ -
^

の
ま
-

〜

^

あ
-

る
^

^

^

^

,
*
、
'
*
,

1!

,̂
、̂-
'
. 

/

の

本

言

,

i

n

;
麵

！

議

_

|

1

舞
に
•

て
最
I

要
s

f

I

w

l

f
本
書
€

い

茗

^
^

と，

t

香

か

と

ぅ

か

、，

れ
贫
け
が
間
題
S

れ

る

從

つ

て

こ

ゆ

立
I

「

i

%

卜

實
の
澥
釋
：

•

S
。
：世
f

變
革
$

こ
と
が
I

f

 

I

レ
r: 

■

包

は

：

「

暴

遵

S

隹

泛

ま
I

!

様
に
思
を
る
。
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:
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:

I

I
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屯
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と
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贫
主
義

-
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'三-
四
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四
六
5

 

flも
，；

m

杓
に
も
腑
に
お
ち
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
.

レ
ー
二
ン
の
，前
揭
#

を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
.旣
に
へ
ー
ゲ
ル
が
辯
證
法
は
相
對
論
の
製
機 

を
含
ん
で
は
ゐ
る
が
相
對
論
に
歸
着
は
せ
ぬ
こ
と
o

を
明
ら
か
に
し
、
勿
論
、
*

マ
ル
ク
ス
•

エ，シ
ゲ
•

ル
ス
は
何
れ
も
.

こ
の
•

點
を
注
意
し
て
ゐ
- 

.

る
.

の
で̂

る
か
.

ら
，
o
 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

:

ぺ
：
玫
ぎ
,

$
然
性
の
.
時

間

的

：
限

定

性

」

乂

.
袞

ふ

^
^

，
•
わ

み

.
^ ，
：̂
と
衰
l

が

；
^

，
^
、
'

睁
間
的
限
定
故
や
っ
宅
は
ゐ̂
い
バ
^
產
カ
：̂

 

_ 

„
'

:■
:

.

唯
^

5

^

.の
公
式
は
、
*:

ゆ
機
械
的
ば
规
解
さ
れ
沈
は
ぶ
&'
;

ぬ
ダ̂
^

指
摘
さ
れ
ね
ば
な■ら
ぬ
。

マ
ル
ク
ス
は
確
か
に
典
產
鐵
宣
言
の
胃
頭
に
お
、；

s

てr

從
來
のI

切
の
社
會
の
歷
史
は
階
級_
爭
の
歷
史
で
.あ
' 

、
.

,

る」

と
書
い
て
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
に
は
後
にH

,
.

ン
ゲ
'
ル
ス
が
註
釋
を
つ
け
て
、「

正
確
に
い
へ
ば
文
書
に
ょ
つ
，て
傅
は
つ
て
ゐ
る
歷
史
の

こ
と
で
あ
る
。

ー̂

用
八
年
に
、は
、
有
史
前
の
社
會
史
は
、
す
べ
て
の
書
か
れ
て
あ
る」

歷
史
ょ
り
以
前
に
あ
つ
亿
社
會
組
織
は
、
，ま

だ

殆
.

.
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•、
 

. 

.
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.

.

.

.

.

.

.

. 
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.

 

.

.
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■

; 

べ
ん
ど̂

ら
れ
で
冷̂

ど
つ
?:』

：
免

の

後

は

：.
ハ

^

:
又
.タ
 

..

■

.

か
：に
さ
れ
、；
階
級
が
含
段
階
が
明
录
さ
れ
ね
こ
と
を
注
意
:1
/:
て
.ゐ

そ

:■
■;マ
.

ル
.グ
ス
め
誤
ヵ
欲
そ
办
認
識
の
膣
史
的
艰
界
牲
と“し
て
容
認
^

'
'.
'

.

れ
^

ぃ
で
あ
ち
う
マ
階
^-

な
き
原
始
社
會
に
へ
は
歡
展
は
な
が
っ
艽
か
、

，
^

.
‘

^

.
鼠
始
[±

翁
の
發
展
が
あ
：つ
?:
?
 

土
，シ
ゲ
ル
ス
は
.
.

「

家
族
.，
、
私

有

財

產

.

.，
國

家

P
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起

.
源
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を

唯

物

史

観

の

.
立

#.
-

か
ら
見
事
に
'
分
析
1/

て"
ゐ
る
。
社
會
的
矛
盾
=

階
級
對
立
^

解
^

る
著
者
'の
唯
物
史
觀
理
解
は
，〕

-'
n

を
t

う

見

る

の

.

"

.
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:

.
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セ
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:
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勿
論
、
.'
;

生
産
力
と
坐
産
關
係
と
の
矛
盾
は
、1

生
產
力
の
：

「

定
發
展
段
階
に
お
ぃ
.て
生
產

■'
-

;:

わ
？
そ
れ
以
後
か
社
會
の
矛
盾
は
階
級
對
立
.‘，

幣

き

集

冲

的

に

表

現

甘

ら

れ

て

き

ぉ

こ

と
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唯
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i
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と
I

K

I

i

.ば
、
か
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に
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_

な
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塞

f

重
 

成
I

霧

f

l

る

か

悬

る
。
然
し
乍
ら
か
m

r

.

u

”
 

m

f

社

會

麗

發
展
が
.止
ま
る
とf

こ
と
に
は
I

い
。
I

は

生

寒
if
If

 

I

I

が
消
I

I

 

お
い
て
I

力
I

を
、
促

進

し

蓄

阻
f

 

f

 

y

l

h

f

f
。
生

摩

I

慕

係

I

級
f

 

I

さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
とf

共
產
主
義
社
會
に
な
つ
て、
.、マ
レ

ク

^

l-
?

f

然
し
こ
れ
f

抽
象
的
、
機
械
f

 

l

i

I

係
、：
人
.々
I

I

的
に
I

f

る
。
從
づ
て
I

產
h

l /
4

1

l

i

l

.
に
對
し
‘て
、
人 

を
阻
止
す
る
|

な
る
。
生
f

生
產
闕
係
|

盾
藥
つ
て
尚
も
M

i

こ
れ
l

i

產
f

 >

後
に
は
こ
れ

'
7
.
:
.
、
：

量

舊

と

—

_

，
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-

-

ゾ
 

一
一
一
六•

.

(

四
六
四)

&

級
關
係
匕
い
ふ
矛
盾
で
-
は
な
，く
、
且
つ
人
間
S

識
的
統
制
を
超
越
し
た
矛
盾
で
も
は
い
。‘
從
つ
て
、
こ
の
矛
盾
は
、
人
間
の
意
思 

に
ょ
る
'
管
理
の
下
にi

次
除
去
し
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
％
?

。
自
然
對
人
個
の
問
題
の
’
み
抓
殘
さ
れ
る
とi

k

ふ
見
方
は
正
し
く
な
い
‘様 

に
思
比
れ
る
。
自
然
と
人
間
と
の
關
係
は
、
勿
論
發
展
し
、
對
自
然
_

爭
に
ん
間
の
.
力
は
飛
躍
的
に
集
^

し
う
る
こ
，と
、
な
る
で
あ
•ら
う 

セ
、
_

然
こ
訪
き
か
け
る
人
間
はj

人
和
は
な
ぐ
社
會
1

_

成
レ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
め
社
會
の
生
產
關
係
ノ
經
濟
權
造
は
つ
ね
/ 

に
益
、々
合
浬
的
に
、
生
產
カ
を
吗
け
る
も
の
か
ら
促
進
す
る
も
の
'
へ
と
、
.
生
產
の
高
度
化
す
る
に
伴
ウ
厂
發
展
せ
し
め
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.

. 

し
發
展
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
‘

、
'

.

ぃ
- 

r:
,
 

♦

•■
;

. 

' 

.
、

' 

但
し
か
、
る
豫
測
は
、
社
會
主
義
が
世
界
の
一
部
に
坐
成
レ
つ
、
あ
る
過
渡
的
段
階9

現
在
‘に
お
い
て
はv

歷
史
的
限
.界
を
免
れ
で 

い
。
か
.
、
る
豫
测
は
抽
象
的
、
方
法
論
的
^:

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
t:
r

ソ
.聯
に
お
け
る
社
會
主
義
建
設
途
上
に
お
け
る
豐
富
な
經
驗
：に
關
： 

し
、
こ
れ
を
資
本
主
義
へ
の
逆
行
と
後
向
き
に
見
す
、■
絕
へ
す
前
方
'に
I

注
ぐ
場
合
に
は
、
階
級
の
基
本
的
關
係
が
消
滅
し
て
か
ら
卜
： 

|©

級
關
係
と
は
本
質
を
異
に
す
る
人
々
の
關
係
が
生
產
カ
と
生
產
關
係
の
矛
盾
と
:0

て
尙
飞
存
す
る
.
こ
と
が
豫
测
さ
れ
う
る
-o(

レ
ォ
ン 

H

フT

社
會
主
義
の
經
濟
敗」

そ
の
,fi
f
e
參
那
•
本
誌
昭
和
二
十
芝
部
一
• 
ニ
>1
號
中
山
ヨ
：郎
识
耜
介
文
參
照)

, 

.

,;
>

'■
.

つ
い
で
に
現
在
の
，ゾ
聯
に
お
い
て
階
級
對
立
が
ブ
'1
3
レ
タ
吖
ア
と
農
民
电
の
間
に
依
然
と
し
て
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
現
在
_
:に
お
&
.」

.國
家
の
.死
滅
&
參
み
资
^.
し
"蓋

名

_

ふ
著
1
の
.
.批

評

爸

^
^
藝

し

泛

然
し
こ
、
に
未
だ
、
蜇
い
經
濟
制
度
が
漸
次
消
滅
灰
馨
淺
ひ
れ
^

ゐ
る
と
去
ふ
こ
と
は
決
し
で
唯
物
典
觀̂

矛

モ

在
：
。

^

^

 

業
は
國
有
化
し
プ
資
把
象
勒
广
^

レ
タ
ル
ナ̂

芩
ふ
基
本
的
階
級
對
立
が
ソ
—

の

然
レ
農
業
ば

* ,

會
主
氧
化
し
仁
と
は
：.云
へ
.
未
だ
エ
業
の
水
準
ま
：で
：は
來
て
ゐ
な
い
。.
コ
ル
ホ
ー
グ
は
あ
く
ま
汝
も
共
同
組
合
：；

S

所
有
.

で
南
：
 

つ

て

、

私

的

所

有

.

.
’
私

的

生

產

ょ

り

發

展

し

^

と
は
茇
へ
、
過
波
的
な
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
.

タ
.

リ
.ア
國
家
( 0
^

に
お
い
て
の
み
社
會
主

■
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.

I

る
。
國
內
I

家

霞

止

f

 

I

ら
，i

Ts

、
む

で

I

f

 

_

外
|

• 

?

.從
？

、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
國
I

世
I

本

產

と

て

し

ま

ふ

i

社

、
：
：
机

上

の

空

論

I

 

る

4

は

消

滅

し

ぅ

る

當

が

な

い

o 

• 

.

.
',
. 

f 

-
力

'
言

れ

更

に

各

國

內

資

本

家

勢

力

の

復

、
活

條

件

が

奢

,

最
後
に
唯
物
史
觀
は
唯
物
的
な「

面
觀
で

あ

る

I

.

U

 

■ 

•

 

' 

:
:
y
.
、

:
.
r 

か
、
と
い
ふ
疑
、

g

水
生
.

じ
て
來
る
。

-

' 

\

\

 

-<
6

欝

理

解

が

、

か

、

る

批

評

を

，他

む

原

因

で

は

•
な
，
r

:
:
ー

鐘

が

.
物

質

：
建

ひ

'
寫

寒

態

と

は

切
f

れ
て
考
察
さ
れ
で

.
い

る

の

でI

f

、

， 

\

卜

”

一
般
I

切
と
特
殊
的
法
則
、
經
濟
i

篇

造

、
一
 

S

:

土

教

と

社

富

義

、
 

バs

れ

K

 

*

こ
れ
ら
の
ゼ
こ
そ
歡
證
法
の
特
質
で
あ
る
の
に
、

」

マ
3
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i
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八

(

四
六
六)

、

證
法
を
認
め
る
と
一

K
'

は

れ

暴

者

は

、
辯
證
法
的
に
唯
物
史
觀
の
說
く
と
こ
ろ
を
理
解
さ
れ
よ
ぅ
と
し
；
い

よ
ぅ
に
«
み
と
ら
れ
る
。

•~
1

從
來
の
す
.べ̂

;<
0

难
物
論
0

主
要
：觖
陷
は
、：.：-對
象
が
現
實
性
、
、感
性
が
客
體
ま
た
は
直
觀
，の
形
態
の
も
表
.に
^

み
執
：へ
ら
れ
て
ぼ
感
性
._ 
M

, 

_

*
A>

鄙
：

i
&
i
、

s'

斷
と
し\

い
執
へ
ら
れ
す
、
主
體
的
に
執
へ
ら
れ
ざ
る
こ
-
と
•

で
あ
.
る
。
だ
か
ら
活
動
的
.方
面
は
、
抽
象
的
に
唯
物
.
 

•
論
と
は
反
對
化
觀
念
論
|——

々
办
漱
裳
然
、
現
實
的
、.
感
性
的
活
動
を
そ
の
ま
、
に
認
め
な
い
も
の
.

——

が
ら
展
開
さ
れ
た」

(

マ.
ル
ク
.
ス〕

-. 

.こ
れ
泛
1

>

に
も
'
あ
て
は
ま
る
觀
に
感
ぜ
ら
れ
る
0
:福
0:

、て
：唯
物
贬
_

と
經
濟
史
觀
^:
;

經
濟
生
義
^

の
本
質
的
蕃
異
.は
著
者 

：

.

.明
瞭
.■に
.，.は
さ
れ
+て
+ゐ
な
い
^
に
.感
ぜ
ら
れ
る
.
o
.
.
マ.ル
+ク
ス
が
最
も
問
題
と
し
^
現
實
的
、,
實
在
的
人
間
性
、
そ
n-
Co
.歷
臾
的
、
經
濟
的
束 

縛
±:
-び
办
解
放
‘と
衮
ふ
面
は
、.
.：む
し
ろ
單
な
る
物
質
的
利
害
技
算
で
の
み
動
く
個
人
と
し
て
リ
.ヵ
ァ
.
.ド
す
の
.經
濟
人
に
ま
で
办
き
下
げ
ら 

ル
て
ゐ
る
*
ば
思
は
れ
■る
。
f
し
て
精
神
咏
V理
蚀
的
•道
德
的
人
間
性
.

Q

抽
象
的
.主
張
を
以
て
•批
判
の
武
器
と
さ
：れ
て
ゐ
る
。
'支
^

ル

..

.

■ 

■ 

■ 

■ 

•

■

■

■

-

.

-

.

.

.,

.

.

.

..パ
，.-'■ 

'
-■■.'
.
 

■
 

-
■
■
■
■
■ 

W 

..
 

'

■.
 

.

.
■
■
.
■
-
. 

■
 

-
 

-
 

■ 

-*v 

-

_

;:
-

ク
シ
ズ̂

に̂

い

ぞ

最

を

童

く

.と

り

上

げ

ら

れ

^

ゐ(

る
生
命
( 0

生
產
流
動
、

.

#

け
か1

顧
も
與
へ
ら
れ
t

.

〕

れ
に
代
.つ
て
ん
間
的「

創

.It」

：
ど
_
ふ
徵
な
抽
象
的
；概
念
が
注
張̂
れ
て
ゆ
令
0
ー
マ
ル
七
を
ズ
ム
が
そ
の'

ヾ
 

#.
在
的
基
#
か
.ら
分
析
批
判
し
?:
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
的
個
人

Q

ィ
デ
ォ
.
-ロ
ギ
ー
を
.以
て
、
：、唯
物
臾
觀
を
孤
獬
し
、:-1
:
れ
を
批
判
せ
：：ん
と
す
る.こ
. 

と
は
元
來
無
理
で
は
な
が
ら
ぅ
か
。

ソ
'-
:
/
:
次
ぎ
^
階
級
.及

び

.
革
命
理
論
0
:間
題
に
歡
^

フ
。
へ
#
書
は
歷
史
杷
知
け
：る
階
級
1«
:
爱
觀
0

な
い
社
會
警
は
し
.

ぱ

じ

：ぱ

對

立

1,
;

:

仁
务
：'
叉
1/
;

ば

：レ

ば

互
&

聯
繫
^

た
式
社
會
の
_

:
 

す
.

る.
f〕

と
.

.

.

.

.そ
ぐI

に
錯
雜
し
?：
對
立
の
あ
る

f
〕

と
も
認
め
ら
れ
る
。
あ
•

る
問
，題
に
つ
い
て
對
立
す̂

0

の.
_

團
が
他
の
ー
問
題
に
つ
い
.

,

及

-
* 

»
 

. 

-
 

. s 

>
 

•
 

-
 

-
 

► 

•
 

.

て
は

1

.

つ
の
集
團
と
し
.

て
.

碼
の
集
團
と
對
立
す
る
？
 

y

と
は
屢
々
起
る
所
.

で
あ
る
>°

她
主
と
小
作
人̂

の
»

5:

欢

、
：
農

業

.生

產

物

對

エ

業

生
 

產
物
の
0

に
つ̂

て
は
共
同
の
利
害
關
繁
も
つ
士
立
づ
专
あ
參
？」

：ど
ー25
:

ふ
批
評
を
し
て
0

 

:

”

 

g

 何r
!

 

“

味
て
あ
つ
f

か
。
偁
|

限
0
繼
續
|

て
|

現
れ
て
來
る
.と

レ

;

，

f

意 

I

I

か
。'
も
じ
.•も
t

u

 

• 
•

尸
、.
r

ス
ヵ
ナ
'弓
用
は
.
と

ぅ

：
理

解

ざ

れ

5

き 

ふ

で

f

。 

、

p

.

 

.

f
 

f

 

.

1

し

T

i

l

、

I

f

の

も

の

I

t

し
ま

次
ぎ
に
階
f

化
i

l

た

同

じ

感
I

抱

か

さ

れ

る

。

マ

ル

ク

ス

は

ブ

レ

3

ざ

■

ぐ

:■：'

ぐ
',。

.

'

|

的

|

|

“

1

、

;

^

|

#

"

養

謙

|

禱

|

|

こ

_

|

的

|

關

係
 

基
本
的
,
I

級

へ

^

I

I

囊

f

現

出

！

更

に

資

本

由

I

I

?

業
 

l

l

f-
f

p

f

 

1

制

度
 

f

 

I

I

I

I

2

謹

漏

漏
_

わ
I

行

か

な

題

C

を
紹

次
的
な
も
の
、
進
步
的
な
も
の
4
反
動
的
f

 

_

 

¥
 

J

す

.

,
級
者
の
_

せ
_

が
4
:、|

沐
的
f

 

_
Q
.

と
偶
然
的
、
副 

.

.を
注
意
し
•て
い
た
I

.

K。

0
- 

^

.

,
,
. 

'

'へ

我

虫

ボ

義

太

社

脅

產

广

.

ノ
 

.

- 

'
ノ

ン
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r:
:

:
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■

■
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■
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へ

V
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A
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-
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 ̂

四
〇

(

四
ナ
八〕

专

こ

、
で
著
者
が
指
摘
し
て
ゐ
る
ア
メ
グ
力
.の
階
級
分
化
の
.特

質

(

コ
i

ン
，
ク
ラ
丨
'ク
に
ょ
る)

社
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ 

'

る

。、

こ
れ
に
っ
い
て
は
今
ミ

で

論
中
る
餘
裕
も
な
い
，が
、
例
へ
ば
、
英
國
■の
若
き8

4
?
匕

ッ
チ
の
指
摘
す
る
、
ア
メ
リ
ヵ
策
本
在
義
の 

現
は
す
、
產
業
の
坐
產
面
ょ
り
、
サ
ー
ビ
ス
面
人
の
重
心
の
移
'»

か

ら

の

說

明

等

も

、

ク
，
ラ
ー
、
ク

の

も

の

と

並
ん
で
興
味
J

各
も 

の
で
あ
る
。
但
し
か
、
る
新
中
間
階
級
義
占
段
隙
に
生
成
す
る
と
一K

ふ
，こ
と
は
、
ニ

大

階

終

へ

の

_

的

分

化

と

、

_

義

の

基

本 

的
矛
盾
の
深
化
、
恐
慌
と
列

.强

礙

立

と
云
ふ
樣
方必然的動向定

す
る
‘

f

の
で
は
な
v>
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
'

賛

本

義

th
-
會
の
階
級
分
化
の
複
雜
性
と
そ
の
利
害
の
對
立
、
同
着
級
內
の
分
裂
と
各
派
の
對
立
、
こ
れ
ら
の
多
様
、
複
雑
さ
の
中 

か
ら
、
發
展
の
基
本
方
？
、
'必
然
性
I

み
出
す
こ
と
こ
そ
、
肝
要
で
あ
っ
て
、
こ

裏

雜

、
多
様
性
の
中
に
溺
れ
て
し
i

こ
と
は
社 

會
科
學
の
-
放
乘
で
は
な
か
ら
ぅ
か
パ
從
っ
て
マ
ル
ク
ス
“

丫
ニ
ズ
ム
は
、
こ
の
基
本
線
を
あ
く
ま
で
霣
.か
ぅ
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

「

階
級
の
統
.

1

'

»

■

翁
民
、

^
^
^

本
階
級
：と
擊
的
矛
&

を
認
識
ず
る
立
場
義
ら
ー
ば(
こ
れ
は
當
然
の
こ
と
で
あ
ら
ぅ
。

：

.

•

と
こ
：ろ
が
薩
は
、.

こ
の
多
樣
_

び
0.
7:

故
.レ
タ
リ
ナ
階
級
內
の
.對
立
磨
擦
の
現
象
か
ら
、
む
し
ろ
マ
ル
.
ク
ス=

レ
.
1
.ーーぺメ.
|

#

::

判
レ
、

;

各
黨〜

會
 

.
-专

き

く

^.
_

者

は

結

局

、
ー

,

級

そ

の

が

康
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